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01（表紙）  消防自動車大集合！！　
　　　　　　～「消防自動車試乗体験」～（湯本幼児学園）
02　　     町長に山口昇士氏が当選
04〜05     人事行政の運営状況を公表します
06            ごみの持ち込みと事業系ごみについて



全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会　

優
良
団
体
表
彰

　
11
月
17
日
に
福
井
県
鯖
江
市
で
行

わ
れ
た
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

究
協
議
会
に
お
い
て
、
箱
根
町
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
神
奈
川
県
の
優
良
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
及
び
神
奈
川
県
高
齢
者
福

祉
関
係
功
労
者
等
表
彰

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
上

野
治
巳
さ
ん
（
湯
本
）
が
、
永
年
に

わ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
及
び

育
成
指
導
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

11
月
10
日
に
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
ま
た

併
せ
て
11
月
18
日
に
、
神
奈
川
県
高

齢
者
福
祉
関
係
功
労
者
等
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
理
事
長
表
彰

　
11
月
18
日
に
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
理
事
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

第
二
長
生
会
の
武
井　
節
さ
ん
（
湯

本
）
が
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と

し
て
永
年
に
わ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
育
成
、
指
導
に
努
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
税
の
書
道
展
な
ら
び

に
中
学
生「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」の
受
賞
者
決
定
に
つ
い
て

　
次
の
と
お
り
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

●
小
学
生
の
税
の
書
道
展

○
町
長
賞

　
仙
石
原
小
学
校　
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
澤　
葵

　
湯
本
小
学
校　
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
川
ほ
の
か

●
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

○
局
優
秀
賞

　
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
綾
実

○
納
連
会
長
賞

　
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村　
里
咲

○
町
長
賞

　
箱
根
中
学
校　
　
　
市
園　
夏
月

　

町
長
選
挙
は
、
10
月
30
日
投
票
、
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
山
口
昇
士
氏　

（
湯
本
・
72
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

箱
根
町
賀
詞
交
換
会

日　
時　
平
成
29
年
１
月
6
日
㈮

　
　
　
　
10
時
～

場　
所　
箱
根
ホ
テ
ル
小
涌
園
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
パ
レ
ス

会　
費　
２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　
会
費
を
添
え
て
12
月
15

日
㈭
ま
で
に
総
務
防
災
課
ま
た
は
出

張
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
総
務
防
災
課

☎
８
５
―
９
５
６
１

年
に
１
度
は
健（
検
）診

を
受
け
ま
し
ょ
う

 

　
今
年
度
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

は
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
各
種

受
診
券
お
よ
び
健
康
保
険
証
を
持
参

し
、
取
扱
医
療
機
関
で
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
「
保
健
だ

よ
り
」
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
（
検
）
診
を
受
け
た
方
は
、

医
療
機
関
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見

の
た
め
に
、
年
に
１
度
は
健
康
診
査
・

が
ん
検
診
を
受
診
し
、
自
分
自
身
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

照
会
先

◎
特
定
健
診
・
長
寿
健
診

　
保
険
年
金
課
☎
８
５
―
９
５
６
４

◎
一
般
健
診
・
が
ん
検
診

　
さ
く
ら
館
☎
８
５
―
０
８
０
０

消
防
団
員
は
わ
た
し
た
ち
の

身
近
な
H
E
R
O

消
防
団
は
、ま
だ
ま
だ

多
く
の
H
E
R
O
を
必

要
と
し
て
い
ま
す

　
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
普
段
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
安

全
と
安
心
を
守
る
使
命
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
地
域

防
災
を
推
進
す
る
消
防
団
に
入
団
し

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
女
性
の
チ
カ
ラ

も
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方

照
会
先　

・
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
８
２
―
４
５
１
２

・
各
地
域
の
消
防
団
員

水
道
管
の
冬
支
度
を

し
て
く
だ
さ
い

 

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
気
温
が
０
℃

以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
、

メ
ー
タ
ー
が
凍
り
や
す
く
な
り
、
凍

結
に
よ
る
器
具
の
破
損
や
、
ひ
び
割

れ
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
止
水
栓
か
ら
お
客
様
側
の
メ
ー
タ

ー
等
、
器
具
が
破
損
し
た
場
合
に
か

か
る
費
用
な
ど
は
お
客
様
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
真
冬
日
な
ど
は
、
水
道

管
や
蛇
口
の
凍
結
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

※
凍
結
を
防
止
す
る
に
は

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
砕
い
た
も
の

　
な
ど
を
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

　
中
に
詰
め
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
温
材
や
電
気
式
凍
結
防
止
帯
を

　
巻
き
ま
し
ょ
う
。

・
蛇
口
を
少
し
開
け
て
、
水
を
少
し

　
出
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

・
不
凍
栓
（
水
抜
き
栓
）
が
設
置
さ

　
れ
て
い
る
場
合
、
不
凍
栓
を
閉
め

　
る
こ
と
に
よ
り
、
水
道
管
内
の
水

　
を
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
ず

　
蛇
口
を
全
開
に
し
て
か
ら
不
凍
栓

　
を
完
全
に
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
完

　
全
に
閉
め
な
い
と
水
が
止
ま
ら
ず
、

　
水
道
料
金
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま

　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

☎
８
５
―
９
５
６
９

箱
根
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
８
２
―
４
３
０
６

商
工
従
業
員

永
年
勤
続
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
町
内
商
工
事
業
所
の
永
年
勤
続
者

の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、
商
工
従

業
員
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
各
事
業
所
か
ら
、
表
彰
の
対
象
と

な
る
方
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在

で
、
町
内
の
事
業
所
に
20
年
以
上
ま

た
は
30
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

推
薦
方
法　
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
書
は
観
光
課

ま
た
は
出
張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他　
表
彰
は
20
年
以
上
、
30
年

以
上
勤
務
者
の
区
分
で
行
い
ま
す
。

以
前
に
20
年
以
上
の
区
分
で
表
彰
を

受
け
た
方
で
も
、
勤
続
30
年
以
上
の

場
合
は
改
め
て
対
象
に
な
り
ま
す
。

照
会
先　
観
光
課☎

８
５
―
７
４
１
０

第29回箱根町
ソフトバレーボール大会

（10月27日）
場　所　星槎レイクアリーナ
　　　　箱根
優勝チーム
　コート別・チーム名（地域）
第１コート　
　ドロッピーズ（湯本）
第２コート　
　ルーシーズ（宮城野）
第３コート　
　ＶＣＢ（宮城野）
第４コート　
　チャーミーグリーン（仙石原）
第５コート
　仙石おやじの会（仙石原）
第６コート　
　キューピーズ（宮城野）

大会の結果
～年末年始を安全に～

　年末年始は何かと自宅を空ける期間が
多いため、空き巣や住居侵入などが多く
発生します。
　泥棒は、夜、家に灯りが点いていない
ことで留守宅であることを確認し、侵入
してきます。外出するときは、室内の灯
りをあらかじめ点けておく、テレビのタ
イマーを使って音が出るようにするなど
防犯対策をしましょう。僅かな行動の差
が、被害防止に繋がります。

～年末は振り込め詐欺や悪徳商法にも注意！！～
　年末は、ボーナス時期のため、いつも
より出費が多くなり、お金が出ていくこ
とに鈍くなりがちです。犯人も年末をダ
シに誘いをかけてきます。
　「年内に処理しないとまずい」「今年
のうちでないと」「年内特別にやってい
る」は、年末特有の手口です。このよう
な言葉が出たときは詐欺と疑い、絶対に
お金を振り込んだり、渡したりしないで
ください。

年末年始特別警戒
12月 1日㈭～平成29年 1月 3日㈫

町
長
に
山
口
昇
士
氏
が
当
選 
　

町長選挙開票結果
当　   2,884票   山口のぶお
　　     743票   仙石ゆうじ

町長選挙の投票所別投票率

町長選挙投票結果

投票区 投　票　所　名 有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

第 １ 箱 根 町 役 場 本 庁 舎 1,165 298 25.58
第 2 湯 本 小 学 校 1,352 413 30.55
第 3 畑 宿 寄 木 会 館 147 86 58.50
第 4 温 泉 公 民 館 338 148 43.79
第 5 大 平 台 集 会 所 357 199 55.74
第 6 小 涌 谷 集 会 所 330 102 30.91
第 7 宮 城 野 公 民 館 1,588 565 35.58

第 8 老 人 福 祉 セ ン タ ー
や ま な み 荘 649 197 30.35

第 9 二 ノ 平 自 治 会 館 380 162 42.63

第１0 仙 石 原 公 民 館
（仙石原文化センター） 2,956 1,056 35.72

第１1 箱 根 町 総 合 体 育 館
（星槎レイクアリーナ箱根） 240 71 29.58

第１2 箱 根 集 会 所 378 205 54.23
第１3 元 箱 根 集 会 所 465 199 42.80
第１4 芦 之 湯 集 会 所 66 28 42.42

合        計 10,411 3,729 35.82

男 女 計
有権者数（人） 4,981 5,430 10,411
投票者数（人） 1,729 2,000 3,729
投 票 率（％） 34.71 36.83 35.82

山口昇士氏

町側 利用者側

水道メーター

配水管

給水管
給水管

メーター止水栓
止水栓
しすい

発砲スチロールや新聞紙
をつめてください。

保温材などで
覆ってビニー
ルテープを巻
いてください。

広報はこね　2016.December

広報はこね　2016.December 23



人事行政の運営状況を公表します
　『人・心・自然、やさしさと出会いを創造する町－箱根』を目指し、町民の皆さんや町を訪れる人も含めた多
彩なまちづくりを進めていくために職員がさまざまな分野で働いています。
　これらの職員の給与や勤務時間の状況などについて、皆さんにお知らせします。
　なお、詳細は、町ホームページに掲載しています。　　　　　　　　　　　　照会先　総務防災課☎85－9561

⑴職員の総数（各年 ４月 １日現在の職員の条例上の定数と実際の職員数）　　　　　     　　（単位：人）

⑴職員の勤務時間および休憩時間
　職員の勤務時間は、 8 時30分から17時15分までのうち 1 日 7 時間45分と定めており、休憩時間は60分とし 
　ています。
⑵職員の主な休暇とその取得状況
・年次休暇　　原則として、 1 年( 1 月 1 日～12月31日）に20日の有給休暇が与えられます。

・育児休業……職員が育児をするための休業制度で、子どもが 3 歳になるまで、 1 日または時間単位で取得す 
　　　　　　　ることができます。
・病気休暇……職員が負傷または疾病のために勤務できない場合、医師の証明書などに基づき、療養のために
　　　　　　　必要最小限の期間、勤務することが免除されます。

⑴人件費の状況　
　　人件費とは、職員に支給される給与のほか、特別職に支給される給与や報酬、職員が加入している各共済　
　組合に事業主として支払う負担金などを合計したものです。                       　（一般会計決算　単位：千円）

※平成28年度は月額の10％を減額しています。上記の金額は減額後の月額です。
　なお、特別職には3.95月分の期末手当が支給されています。

⑷ラスパイレス指数の状況
　ラスパイレス指数とは、国家公務員を100
として算出した、給与水準を測る物差しと
なるものです。

※国家公務員の給与は、24、25年度の 2 年
間に限り減額の特例措置がとられています。
　国家公務員の減額前の給料と比較した場
合の参考値は24年度97.0、25年度97.8です。

⑸職員手当の主な支給状況
毎月決まって支給されるもの　

給　　料　職種や職務に応じた給料表に定める額
扶養手当

区　　　分 支給額
配偶者 1 万3,000円
配偶者以外の扶養親族（ 1 人につき） 6,500円～ 1 万1,000円
特定期間にある子 1 人に対する加算額 5,000円
住居手当　賃貸住宅居住者……支給限度額 2 万7,000円
通勤手当　交通機関利用者…… 6 か月毎に 6 か月の定期代
　　　　　交通用具使用者……片道の使用距離に応じて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,000円～ 3 万1,600円
管理職手当　管理職の職責に応じて定められた額

勤務した実績に応じて支給されるもの
時間外勤務手当　正規の勤務時間を超えて勤務
　　　　　　　　したときに支給される手当
特殊勤務手当　　危険や困難を伴う業務などに従
　　　　　　　　事したときに支給される手当
その他　　　　　日直手当など

その他
期末勤勉手当　　民間企業のボーナスに相当す
　　　　　　　　る手当
　　　　　　　　27年度　年間4.00月分
　　　　　　　　26年度　年間4.10月分

⑶退職者の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：人）

⑵職員給与費の状況
　　職員給与費とは、職員に支給する給与の総額です。　　　　           　　　 （一般会計予算　単位：千円）

⑵採用者の状況
　　平成28年 4 月 1 日採用職員として、事務職12人、保健師 2 人、学芸員 1 人を採用しました。

★定員管理の適正化
　平成28年度から平成30年度までの 3 年間で、消防職員数を 8 人削減することを目標として取り組んでいます。

※職員手当には、退職手当は含みません。
※給与費、職員数ともに当初予算に計上された額、人数です。

※平均給料月額は、各年 4 月に支給された給料の合計額を職員数で除したものです。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　           （各年 ４ 月 １ 日現在）

区                  分 28年度 27年度 増減
条例上の職員定数 431 431 0
職　 　員　　 数 372 377 △ 5

区   分 歳出額(A) 実質収支 人件費
（B）

人件費率
（B/A）

(参考)26年度
人件費率

27年度 9,311,850 384,595 2,835,509 30.5 33.9

区    分 職種 定年 勧奨 自己都合 その他 計

27年度
一般行政職など 9 0 12 0 21
技 能 労 務 職 1 1 0 0 2

計 10 1 12 0 23

区    分 職員数
（A）

給与費 １ 人当たり
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

28年度 337人 1,241,937 255,278 468,151 1,965,366 5,832
27年度 345人 1,305,962 249,841 486,798 2,042,601 5,921

区       分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
28年度 30万4,755円 40.4歳 26万5,580円 53.5歳 
27年度 31万0,039円 40.4歳 26万6,792円 53.3歳 

区　　　　分 町　　長 副 町 長 教 育 長

給料（月額・減額後） 76万9,500円 61万2,000円 56万7,000円

区　　　　分 2７年 2６年
平均取得日数 8.1日 8.8日

区　　　　分 議　　長 副 議 長 議　　員

報酬（月額・減額後） 36万7,200円 29万5,200円 27万5,400円

100

指
数

90
94.7 93.8

95.2

95.8
98.598.4

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27年

96.7 96.7

105 105.8

職員の任免・職員数など

職員の給与
特別職の報酬など

勤務時間、そのほかの勤務条件
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町
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
第
４
回
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
審
査
の
結
果
、
次
の
６
点
が
入
賞
し
ま
し

た
。

　
入
賞
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
☎
８
５
―
９
５
６
２

特
別
賞  

小
田
原
警
察
署
長
賞

箱
根
の
森
小
学
校
２
年

田
中　
心
渚
さ
ん

特
別
賞

小
田
原
交
通
安
全
協
会
長
賞

箱
根
中
学
校
３
年

中
澤　
祐
也
さ
ん

優
秀
賞　
（
小
学
校
生
の
部
）

箱
根
の
森
小
学
校
２
年　

相
原　
芽
依
さ
ん

優
秀
賞　
（
小
学
生
の
部
）

函
嶺
白
百
合
学
園
小
学
校
４
年

　
小
村　
の
ぞ
実
さ
ん

優
秀
賞　
（
中
学
生
の
部
）

箱
根
中
学
校
１
年　

平
田　
レ
イ
ナ
さ
ん

最
優
秀
賞

箱
根
町
交
通
安
全
都
市
推
進
協
議
会

長
賞（
箱
根
町
長
賞
）

函
嶺
白
百
合
小
学
校
４
年

田
辺　
理
乃
さ
ん

平
成
28
年
度

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付

　
健
康
増
進
の
た
め
70
歳
以
上
の
方

に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
が
委
託
す
る
治
療
院
ま
た
は
医

療
機
関
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
治
療
院
な
ど
の
一
覧

は
、
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
時
に
同
封
し

ま
す
。

対
象
者　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

に
70
歳
以
上
に
な
る
方
（
今
年
度
ま

だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
）

交
付
枚
数　
一
人
３
枚

有
効
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

町
助
成
額　
１
枚
に
つ
き
１
，
５
０

０
円

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
、
郵

便
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
〒
２
５
０
―
０
３

９
８　
箱
根
町
湯
本
２
５
６　
健
康

福
祉
課
☎
８
５
―
７
７
９
０

病
院・診
療
所
の
相
談
は

小
田
原
医
師
会
地
域
医
療

連
携
室
へ

　
各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
・
休
診

日
、
健
診
・
検
査
・
予
防
接
種
の
実

施
医
療
機
関
な
ど
を
案
内
し
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

行
う
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

業
務
時
間　
月
～
土
曜
日
の
９
時
～

12
時
／
13
時
～
17
時
（
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
13
時
30
分
～
14
時
30
分
の
間
は
医

師
に
よ
る
電
話
医
療
相
談
（
無
料
）

を
受
け
付
け
ま
す
。
（
都
合
に
よ
り

時
間
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

照
会
先　
小
田
原
医
師
会
地
域
医
療

連
携
室
☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８

３
３
／
FAX
０
４
６
５
―
４
９
―
３
７

６
６
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.odaw

ara.kanagaw
a.

m
ed.or.jp/

）

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
・

医
療
費
控
除
用
の
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

の
障
害
者
控
除
お
よ
び
医
療
費
控
除

用
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
に
必
要
な
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
障
害
者
控
除
対
象
高
齢
者
認
定
書

対　
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

の
高
齢
者
で
、
基
準
に
該
当
す
る
方

※
該
当
者
に
は
、
１
月
中
に
申
請
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。

○
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控

除
証
明
用
確
認
書

対　
象　
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費

控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の

方
の
う
ち
、
基
準
に
該
当
す
る
方

照
会
先　
健
康
福
祉
課

☎
８
５
―
７
７
９
０　
　

プ
レ
マ
マ
・
パ
パ

（
出
産
育
児
）
教
室

日　
時　
12
月
15
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
お
産
や
母
乳
育
児
に
つ
い

て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐も

く

浴よ
く

実
習

対　
象　
こ
れ
か
ら
母
親
、
父
親
に

な
る
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
12
月
8
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
教
室

　
産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん
、
妊
婦
の
方
の
た
め
の
教
室
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
6
日
㈫

　
　
　
　
10
時
45
分
～
14
時
30
分

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
出

産
前
後
の
マ
マ
の
食
事
（
調
理
実
習
）

対　
象　
生
後
2
～
3
か
月
頃
の
赤

ち
ゃ
ん
及
び
そ
の
母
親
、
妊
婦
の
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

ご
み
の
持
ち
込
み
と

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

　
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化

及
び
適
正
な
処
理
の
さ
ら
な
る
推
進

を
図
る
と
と
も
に
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
4
月

1
日
か
ら
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

収
集
体
制
の
見
直
し
」
と
「
環
境
セ

ン
タ
ー
ご
み
持
込
料
金
の
改
定
」
を

行
い
ま
す
。

変
更
点

・
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
燃
せ
る
ご
み

　
の
持
ち
込
み
料
金
に
つ
い
て
、
平

　
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
１
キ
ロ

　
グ
ラ
ム
あ
た
り
10
円
の
手
数
料
が

　
か
か
り
ま
す
。

・
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
事
業

　
者
の
皆
さ
ま
は
町
の
ご
み
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
す
こ
と
が
で

　
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
一
日
あ
た
り
の
ご
み
の
排
出
量

　
が
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
場

　
合
は
、
町
に
届
出
を
出
す
こ
と
で
、

　
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

個
別
相
談
会

・
今
回
の
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
、

　
個
別
に
質
問
な
ど
を
受
け
付
け
る

　
た
め
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課　☎

８
５
―
９
５
６
５

場　所 月　日 時　間

役場分庁舎　 4 階第 ７ 会議室 12月 8 日㈭

9 :30〜12:00
13:00〜16:00

社会教育センター 2 階会議室 １２月 ９ 日㈮

やまなみ荘 １ 階会議室 １２月１２日㈪

はこね集会所 ２ 階集会室 １２月15日㈭

仙石原文化センター第 ２ 会議室 １２月16日㈮

至南足柄市

臨
時
駐
車
場
１

臨
時
駐
車
場
２

至
飯
田
岡

広
　
域
　
農
　
道

斎場

N

年 末 年 始 の業務案内

第 4回交通安全ポスターコンクールを開催しました。

【ごみ・し尿収集】

受入最終日 受入開始日
12/31㈯ １ ／ ３ ㈫

全地域
収集最終日 収集開始日

12/28㈬ 1 / ４ ㈬

■直接受け入れ（環境センター☎83−6596）

■し尿くみ取り

※ごみの収集について、詳しくは平成28年度版ごみ収集カレンダー
をご確認ください。

規定回数以外または従量制でのくみ取りを希望される方は、早めに
箱根清掃公社（☎87−6121）に連絡してください。

小田原市斎場の
臨時駐車場について

役場本庁・出張所
12/28㈬	 仕事納め
12/29㈭～ 1 / ３ ㈫ 閉庁（閉館）
1 / ４ ㈬	 仕事始め

公民館・社会教育センター
12/28㈬～ 1 / ４ ㈬ 休館

郷土資料館
12/28㈬～ 1 / ４ ㈬ 休館

さくら館
12/29㈭～ 1 / ３ ㈫ 休館

やまなみ荘
12/28㈬～30㈮ 入浴のみ（15時～18時）
12/31㈯～ 1 / ４ ㈬　 休館（ ４ 日は定休）

宮城野温泉会館
12/30㈮ 通常営業
12/31㈯ 入浴のみ（10時～21時）
１ / １ ㈰～ １ / ３ ㈫ 入浴のみ（13時～21時）
１ / ４ ㈬～ １ / ８ ㈰ 休館

弥坂湯
12/29㈭ 定休
12/30㈮・31㈯ 通常営業( 9 時～20時30分)   
１ / １ ㈰～ １ / ３ ㈫ 営業（ 9 時～17時）
１ / ４ ㈬～ 通常営業( 9 時～20時30分)

斎場（火葬場）の休業日
小田原市斎場 12/31㈯～ １ / ３ ㈫
御殿場市小山町広域行政
組合斎場・みしま聖苑・
沼津市斎場

12/31㈯～ １ / ２ ㈪

広報はこね　2016.December
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　小田原市斎場の建て替え工事に向け
て、施設内の駐車台数が制限されます。
　車で来場する場合は、臨時駐車場を
ご利用ください。
期　間　12月 1 日㈭〜平成31年 8 月　
　　　　（予定）



平成28年
箱根町の
主なできごと

１ 月 ２ 日　第92回東京箱根間往復大学駅 
　　　　　伝競走往路優勝校の青山学院
　　　　　大学に箱根寄木細工製のトロ
　　　　　フィーとメダルを贈呈
　 　 ７ 日　自治功労者 １ 人を表彰
　　　　13日　消防出初式を挙行
　　　　11日　成人式を挙行（新成人１５１人）
２ 月18日　商工従業員53人を表彰
３ 月19日　森のふれあい館にてイルミネ
　　　　　ーションイベント「灯と光の
　　　　　ページェント」開催
４ 月23日　箱根ロープウェイ大涌谷-姥
　　　　　子間で運転を再開
５ 月15日　箱根路森林浴ウォーク２０１６を
　　　　　開催
　　　　19日　畑引山で植栽を実施
６ 月 3 日　第37回明星展、第28回社会教
　　　　　育センターまつりを開催
７ 月26日　大涌谷園地開放
８ 月 9 日　環境先進観光地―箱根　第54
　　　　　　　　　　回美化大会を開催
９ 月 ２ 日　総合防災訓練を実施
　　 9 日　箱根ジオパークに南足柄市を
　　　　　編入
　 　 7 日　第60回敬老会を開催
　　　　30日　町制６０周年記念式典
10月 1 日　広報はこね第700号発行
　 　 ４ 日　健康福祉フェスティバルを開
　　　　　催
　　同日　さくら館が未病センターに認
　　　　　証される
　　　　30日　箱根町長選挙　山口昇士町長
　　　　　再選
11月11日　第55回町民文化祭を開催
                                         （〜13日）
　　　　19日　第18回城下町おだわらツーデ
　　　　　ーマーチ（箱根コース）を開
　　　　　催　

第
３
回
行
財
政
運
営
を

考
え
る
町
民
会
議

　
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
、
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
16
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１
～

３
会
議
室

議
題
（
予
定
）　
今
後
の
行
財
政
運

営
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

傍
聴
方
法　
傍
聴
席
を
設
け
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
、
13
時
15
分
か
ら
開

催
時
間
ま
で
に
直
接
会
場
へ
来
て
く

だ
さ
い
。

照
会
先　
企
画
課☎

８
５
―
９
５
６
０

電
気
自
動
車
に
か
か
る

軽
自
動
車
税
の
免
除
に

つ
い
て

　
環
境
先
進
観
光
地
を
目
指
す
取
り

組
み
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
を

図
る
た
め
に
、
電
気
自
動
車
の
普
及

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
電
気
自
動
車
を
導
入
し
た

町
民
に
対
し
軽
自
動
車
税
の
免
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
車
種　
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の

う
ち
、
電
気
を
動
力
源
と
す
る
電
気

自
動
車(

小
型
特
殊
車
両
は
除
く)

免
除
期
間　
課
税
開
始
年
度
か
ら
３

年
間

（
例
）
平
成
28
年
４
月
２
日
～
平
成

29
年
４
月
１
日
に
登
録
し
た
場
合

最
初
の
免
除
年
度
＝
平
成
29
年
度

免
除
期
間
＝
平
成
29
～
31
年
度

申
請
方
法　
５
月
上
旬
以
降
に
所
定

の
申
請
書
、
車
検
証
の
写
し
、
運
転

免
許
証
の
写
し
な
ど
を
納
期
限
の
一

週
間
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
税
務
課

☎
８
５
―
７
７
５
０

休
日
収
納
・
収
納
相
談

窓
口
を
開
設

日　
時　
12
月
18
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
２
階 

税
務
課

※
役
場
開
庁
日
の
業
務
時
間
内
に
お

い
て
も
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

納
付
で
き
る
税
目
な
ど

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産

　
税
、
軽
自
動
車
税
）　

照
会
先　
税
務
課(

収
納
係)

 

☎
８
５
―
９
５
７
３

町
制
60
周
年
記
念

第
33
回
仙
石
原

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
今
年
は
町
制
60
周
年
を
記
念
し
、

舞
台
発
表
終
了
後
に
抽
選
会
を
実
施

し
ま
す
。

日　
時　
12
月
４
日
㈰
10
時
～
16
時

（
作
品
展
示
10
時
～
、
模
擬
店
10
時

30
分
～
、
舞
台
発
表
13
時
30
分
～
）

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー
、

仙
石
原
公
園

内　
容　
模
擬
店
、
仙
石
原
文
化
セ

ン
タ
ー
定
期
利
用
団
体
な
ど
に
よ
る

作
品
展
示
・
舞
台
発
表
ほ
か

照
会
先　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
８
４
―
８
３
８
７

　配偶者からの暴力、セクシュアルハラ
スメント、ストーカー行為など、女性の
人権を侵害する暴力は、決して許される
行為ではありません。
　内閣府の調査では、20歳以上の女性の
約 ３ 人に １ 人が「配偶者からの暴力の被
害」を受けたことがあるという結果が出
ています。
　また、交際相手から愛を理由に自分の
気持ちや考えを押し付け、自由を侵害す
るデートＤＶも年々増加しています。
　これらの暴力は、犯罪行為をも含む重
大な人権侵害です。
　暴力は繰り返され、エスカレートする
傾向があるため、早急に被害に気付くこ
とが大切です　暴力は何があっても正当
化されない行為であり、誰にでも暴力を
拒む権利があります。
《県の相談窓口》
◎県立かながわ男女共同参画センター　 
　相談窓口
　受付時間　月～金曜日の ９ 時～21時、
　土・日曜日の ９ 時～17時（面接による
　相談は17時まで。）※祝日を除く

　☎0466−26−5550
◎女性への暴力相談「週末ホットライン」
　受付時間　土・日曜日の17時～21時、
　祝日の ９ 時～21時　☎045−451−0740
◎多言語による相談
　（英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン
　語、ポルトガル語、タガログ　語、タイ語）
　受付時間　月～土曜日の10時～17時　
※面接相談は16時まで（予約制）

　☎050−1501−2803
照会先　企画課☎８５−９５６０

暴力に一人で悩まないで！

南足柄市編入記念！
箱根ジオパークフォトコンテスト

箱根ジオパークサポーター講座第 4回
〜地球と体に優しいお料理教室〜
　地球や地層に見立てた、クリスマスに
ピッタリなお菓子を一緒に作ってみませ
んか。動物性食品、乳製品、添加物、化
学調味料の入っていない食材・調味料を
使用します。お子様連れで参加できます。
日　時　１２月２２日㈭１３時３０分～１５時３０分
講　師　Aomugi料理教室　前之園知子
　　　氏
集合場所　小田原市川東タウンセンター
　　　マロニエ 「食の創作室」（小田原市
　　　中里273−6 ）
メニュー　ガトーショコラケーキ、苺のム
　　　ース、紫芋のジャムサンドクッキー
参加費　千五百円（材料費）
定　員　２０名
申　込　１２月２０日㈫までに住所、氏名、
　　　年齢、電話番号を添え、電話また
　　　はメールで申し込んでください。
申込先　箱根ジオパーク推進協議会事務
　　　局☎８５−９５６０

kikakuka@town.hakone.kanagawa.jp 

　南足柄市の箱根ジオパークへの編入を
記念して、新たな箱根ジオパークの魅力
を伝える写真を募集します。
テーマ　ジオがもたらす自然の恵みと歴
　　　史や文化、また、その恩恵を受け
　　　て暮らす人と動植物との関係を伝
　　　えるもの。
応募資格
①ジオの恵み部門　どなたでも応募可能
②子供チャレンジ部門　中学生以下の方のみ
応募期間　平成29年 １ 月16日㈪まで
応募方法　コンテストサイトの応募フォ
　　　ームから必要事項を記入して応募
　　　してください。作品形態は画像デ
　　　ータ（ＪＰＥＧ形式）に限ります。
照会先　神奈川県県西地域県政総合セ　
　　ンター商工観光課☎０４６５−３２−８９０８
※詳細は、箱根ジオパーク推進協議会の
ホームページに掲載しています。
URL：http://www.hakone-geopark.jp/
event/photo-contest3.html
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☆
★
☆
★
☆
★
☆
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☆
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消
防
の
仕
事
No. ９

　
第
９
回
は
、
職
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
で
す
。

　
消
防
職
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
出

動
に
備
え
て
常
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

身
体
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

　
各
署
所
に
は
、
数
種
類
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
材
が
備
わ
っ
て
い
て
、
そ

れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
て
、
職
務
遂

行
に
必
要
な
体
力
維
持
、
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を

試
す
こ
と
を
目
的
に
年
一
回
、
文
部

科
学
省
が
制
定
し
た
「
新
体
力
テ
ス

ト
」
に
基
づ
い
た
体
力
測
定
（
握
力
、

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復

横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
20
ｍ
往
復

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
）
を
実
施
し
て
、
自

分
の
体
力
で
何
が
不
足
し
て
い
る
の

か
の
判
断
材
料
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
体
力
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
休
憩
時
間
や
非
番
の
時
間

を
利
用
し
て
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
励
み
、
年
に
一

回
「
署
内
記
録
会
」
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
ま
で
の
最
高
記
録
で
あ
る

１
４
０
㎏
を
越
え
る
こ
と
を
努
力
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
や
観
光
客
の

安
心
、
安
全
を
守
る
た
め
、
寸
暇
も

惜
し
ま
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

町
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申
し

込
み
を
、
総
務
防
災
課
お
よ
び
出
張

所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び
町

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
平
成
29
年
３

月
31
日
㈮

保
険
料　
12
月
中
に
加
入
さ
れ
る
方

は
１
口
１
６
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
40
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
国
内
で
の
車
両
（
電

車
・
自
動
車
・
二
輪
車
・
自
転
車
な

ど
）
の
衝
突
お
よ
び
横
転
事
故
、
ま

た
は
歩
行
中
の
車
両
と
の
接
触
事
故

の
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶
な
ど
に
よ

る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数
1

口
に
つ
き
）

○
死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺
障

　
害
認
定
を
受
け
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

○
け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・
入

　
院
し
た
場
合

　
　
　
　
５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変
わ

り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保
険

（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷
害
・
自

動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課

☎
８
５
―
９
５
６
１

や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565）に相談を。
猫犬
捨東日本大震災義援金は平成29年 3 月31日㈮まで受け付けています。受付総額は11月25日現在、87,600,512円です。
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　今年も残り１か月となり、寒さもひと
しお身にしみる頃ですが、はこジ郎は元
気にジオサイトへお散歩に行きます。
　今月は源頼朝に深く関わる湯河原町の
ジオサイト「南郷山」と「しとどの窟」
を紹介します。
照会先　企画課☎85−9560

　今年も残すところ数えるほどになったね。みんなは今年やり残したこ
とはないかなー？
　今回は湯河原エリアのジオサイト「南郷山」と「しとどの窟」に行っ
てきたよ！この ２ つのジオサイトは源頼朝に深く関わる場所なんだよ。
石橋山の戦いの後の頼朝の行動については、先月号のジオ日記「城願寺」
で紹介したから、忘れちゃった人は先月号をもう一度読んでね。戦いの
後、頼朝は箱根火山の山中を逃げ回った際にこの ２ つの場所を訪れたと
いわれているんだ。
　「南郷山」は、外輪山の南麓に位置しており、約15万年前に活動した
火山だよ。真鶴半島を形作った頃の噴火と同じ時期に活動していて、山
を構成している岩石は、真鶴の本小松石と同じような溶岩（デイサイト）
だよ。南郷山の山頂や山麓からは、真鶴半島をはじめ伊豆諸島まで一望
できる展望スポットで、すごい眺めが良いんだよー！この山麓には、頼朝が山中をさまよい自害を決意した時、池の水面
に映る自分の姿を見て心機一転奮い起こしたといわれる自鑑水（自害水）と呼ばれる湧水があるよ。オイラも頼朝の気分
になって水面をのぞいてみようかな。
　「しとどの窟」については、湯河原城山周辺は安山岩質の白糸川溶岩が分布しており、この窟周辺では、かたい溶岩流
と火山砕屑物（火山灰や火山礫など）のもろい地層が交互に重なっているんだ。このうち火山砕屑物の地層はもろいので
侵食によって削られて、天井と足元は溶岩からなる洞窟のような構造になったと考えられているよ。
　頼朝はこのように箱根火山の山中をうまく逃げ回って、追手から逃れたけど、南郷山という山とそこに池がなかったら、
箱根が火山でなくて身を隠すのにちょうどよい洞窟がなかったら．．．頼朝とその後の日本の歴史は変わっていたかもね！
　今年も箱根ジオパークのいろんなジオサイトに遊びに行けたなー。来年も箱根ジオパークの魅力をオイラが伝えていく
からよろしくね！

源頼朝が身を隠したといわれる「しとどの窟」

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』

飲酒運転根絶強化月間 １２月 １日㈭～３１日㈯

年末の交通事故防止運動  １２月１１日㈰～２０日㈫

　施設が離れている園・小・中学校一貫教育（分
離型）を推進するにあたり、時間的制約もあり、
日常的な他園・他校との教職員の交流はなかなか
できません。
　そこで、12年間を通して、どのような子どもに
育てるか共通の視野を持てるよう、定期的に小・
中学校や園・小学校の教職員が交流をするよう心
掛けています。今年度からは、年 ２ 回、園・小・
中学校の教職員が一堂に会して、ひざを突き合わ
せ、幼稚園・保育園・幼児学園・小学校・中学校
の情報交換などをする機会を持つことにしていま
す。
　また、授業交流もさかんに行われており、中学
校の音楽・社会・体育の教職員が小学校に出向い
て授業をするほか、小学校の教職員が中学校の授
業参観をして、卒業した子どもの様子や成長した
姿を見るなど、小・中学校の教職員それぞれの専
門性や持ち味が効果的に活用されています。
　連続的な学びの視点で教育活動や指導に生かす
ことを目標に教職員交流を実施していますが、現
在のところ、園・小・中学校の教職員が顔見知り
になり、相互に協力し合う雰囲気が感じられます。
　今後は、小学校 ５ ・ ６ 年生における英語の教科
化に向け、中学校の英語科教職員と一丸となった
取り組みが不可欠です。

　飲酒運転に「つい」や「うっ
かり」は、絶対にありません。
　年末年始は、お酒を飲む機会
が多くなりますが、飲酒運転は
自分だけではなく、他人を巻き
込む悲惨な事故を引き起します。
　また、運転手に酒類を提供す
ることや、飲酒運転の車に同乗
することも、大きな責任を負うことになります。

『乗る人に　飲ませるあなたも　犯罪者』

　町内では、高齢者や二輪車の交通事故が多発し
ています。
　夜間の外出には、目につきやすい「明るい服装」
や「夜間反射材」を身につけ、自分の身は自分で
守る心がけをしましょう。
　また、車や二輪車の走行では、普段走り慣れた
道であっても、一瞬の油断に危険が潜んでいるこ
とを十分認識し、スピードの出し過ぎに注意する
「ゆとり運転」に心がけ、交通事故防止に努めて
ください。

『無事故で年末　笑顔で新年』

教職員の交流編

園・小・中学校
教職員交流
（11/ 4 ：

箱根中学校）  

園・小・中学校教職員合同研究会
（10/20：宮城野保育園）



日 月 火 水 木 金 土
1 2 ₃

出張体操教室① こども・幼児
水泳教室A

₄ ₅ 6 7 8 9 10

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室

出張体操教室②
おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

11 12 13 14 15 16 17

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室 出張体操教室③ こども・幼児
水泳教室A

18 19 20 21 22 23 24

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室

出張体操教室④
おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

25 26 27 28 29 30 31

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室 休館日 休館日 休館日

2017.1/1 2 3 4 5 6 7

休館日 休館日 休館日

クイズ

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
12
月
）※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
次
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん誕生（誕生証書10月発行分） 社会教育センター図書室から
《クリスマスを楽しみに…》

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎85ー7776へ !

　今月はクリスマスの絵本を紹介します。
『くまのクリスマス』高橋和枝(作)　小学館
　12月になったある日、おとうさんぐまは「クリ
スマスがしてみたいなあ」と思いました。なぜか
というと、くまは冬眠をするのでクリスマスをし
たことがなかったからです。そこで、くま一家は
眠いのをがまんして、ツリーやプレゼント用のく
つした、ケーキなど、クリスマスの準備を始めま
した。そして今夜は待ちに待ったクリスマス・イ
ブ、灯りがともったくまの家にサンタさんは来て
くれるでしょうか…
　年末年始休館に伴い、12月14日㈬～27日㈫は貸
出期間を ３ 週間、貸出冊数を10冊に変更します。

場　所 日　時
役場本庁駐車場

12/ 9 ㈮

１２：３５〜１２：５０
湯本小学校 １3：00〜１3：3０

湯本幼児学園 13：50〜14：20
町社会福祉協議会 14：30〜14：45

さがみ信用金庫湯本支店前 14：50〜15：05
箱根幼稚園

12/ 7 ㈬・21㈬

9 ：20〜 9 ：40
畑宿寄木会館 10：00〜10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場) 10：30〜10：45
山崎集会所 11：00〜11：15

箱根の森小学校 12/ 8 ㈭ １2：50〜１3：10
12/22㈭ １0：10〜１0：25

温泉幼稚園

12/ 8 ㈭・22㈭

１3：45〜１4：05
姫之湯 14：15〜14：30

強羅向山公園駐車場 14：45〜15：00
宮城野保育園 15：10〜15：40

さくら館

12/14㈬

10：45〜11：00
宮城野公民館 11：10〜11：25
箱根中学校 13：10〜13：25

元箱根集会所 13：45〜14：00
箱根集会所 14：10〜14：25

仙石原小学校

12/ 2 ㈮ ・ 16㈮

１3：00〜１3：3０
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40〜13：55

仙石原幼児学園 14：10〜14：40
仙石原文化センター 14：55〜15：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センタ－☎82－2694

移動図書館きつつき号 巡回予定表
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【さくら館温水プール水泳教室】		
◎おとな水中運動教室／おとな水泳教室	
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分
対　象　大人（中学生以上）
受講料　 1 回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円
◎こども・幼児水泳教室
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1 回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円　
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法　開始時間の10分前までにプール受付に集合してください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
※ 1 月は水泳教室を実施しませんので、ご注意ください。
その他　プールの利用時間は 9 時～20時です。（入館は19時30分まで）
照会先　さくら館☎85－0800

【出張体操教室】
①さくら館機能訓練室　　
　　10：00～11：30　　14：00～15：30
②仙石原文化センター和室　
　　10：00～11：30　　14：00～15：30
③社会教育センター軽スポーツ室
　　14：00～15：30　18：00～19：30
④郷土資料館学習室
   10：00～11：30　　14：00～15：30
対　象　16歳以上				  
講　師　㈱東京体育機器　荻原氏		
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合
　　　わせた体に優しい体操です）	
持ち物　運動のできる服装、タオル、室内運動靴
※室内運動靴は、仙石原文化センターと郷土資料
館では必要ありません。		
参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直
　　　接声をかけてください。
照会先　生涯学習課☎85－7601

おくやみ（ 10/19～11/18受付分）

中
な か

田
た

　橙
と う

真
ま

ちゃん 9 /21 正  広 さん 仙石原　
山
や ま

木
き

　愛
あ

結
い

ちゃん 9 /24 一  人 さん 箱　根　
相
そ う

馬
ま

　彩
あ や

咲
さ

ちゃん 9 /27 伸  広 さん 仙石原
瀬

せ

戸
と

　結
ゆ づ

希
き

ちゃん 10/ 7 樹 さん 宮城野
稻
い な

荷
り

　糸
い と

　ちゃん 10/18 知  宏 さん 仙石原
中
な か

村
む ら

　柚
ゆ ず

花
か

ちゃん 10/18 駿  志 さん 仙石原
関
せ き

　　蒼
あ お

波
ば

ちゃん 10/22 貴  広 さん 箱　根
堂
ど う

畑
ば た

　颯
そ う

太
た

ちゃん 10/23 光  希 さん 仙石原
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　正解者の中から抽選で 3 人の方に図書カー
ドをプレゼントします。
【問題】平成29年 4 月 1 日より環境センター
への燃せるごみの○○○○料金が変わります。
　この○○○○に入る文字を答えてください。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
　　　電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 １ 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　12月12日㈪当日消印・着信有効
応募先　〒250－0398　箱根町企画課

11月号の解答　「いちはやく」
当選者　芹澤ひろ子さん（仙石原）
　　　　渡邊　滋　さん（仙石原）
　　　　秋山　尚二さん（小涌谷）
★当選おめでとうございます。

植木　湛子さん 9 /22 73歳 仙 石 原
石垣　衛　さん　 10/１８ 8８歳 仙 石 原
石本　義昭さん 10/１８ ７２歳 仙 石 原
大石　利彦さん 10/２３ ６６歳 箱 根
谷々　久勝さん 10/２８ ７８歳 仙 石 原
松本　健次さん 1１/1６ ８０歳 宮 城 野

土
砂
災
害
警
戒
区
域（
が

け
崩
れ
）の
指
定
に
関
す

る
説
明
会

　
神
奈
川
県
で
は
、
平
成
13
年
4
月

に
施
行
さ
れ
た
「
土
砂
災
害
防
止

法
」
に
基
づ
き
、
土
石
流
・
地
す
べ

り
・
急
傾
斜
地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）

が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
し
て
指

定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
土
石
流
１
７
５
箇
所
の
指
定

が
完
了
し
て
お
り
、
地
す
べ
り
、
が

け
崩
れ
に
つ
い
て
も
、
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
の
基
礎
調
査
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
と
町
で
は
、
上
記
の
日

程
の
と
お
り
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊（
が

け
崩
れ
）に
関
す
る
説
明
会
を
地
域
ご

と
に
開
催
し
ま
す
。
基
礎
調
査
の
結

果
と
、
区
域
指
定
の
案
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
域
ご
と
の
説
明
に
な
る
の
で
、

お
住
ま
い
の
地
域
を
対
象
と
し
た
説

明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の

地
域
の
説
明
会
に
出
席
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
事
前
に
都

市
整
備
課
道
路
管
理
係
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
県
西
土
木
事
務
所
小
田
原

土
木
セ
ン
タ
ー
河
川
砂
防
第
2
課

　
☎
０
４
６
５
―
３
４
―
４
１
４
１

都
市
整
備
課
道
路
管
理
係

☎
８
５
―
８
６
０
０

家
庭
教
育
講
座

「
子
ど
も
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
魔
法
」

～
え
が
お
、考
え
る
、つ
な
が
る
～

　
「
キ
ミ
ヤ
ー
ズ
」
こ
と
村
上
公
也

先
生
に
よ
る
楽
し
い
「
家
庭
教
育
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
、
こ
の
手
法
を
上
手

に
使
え
ば
子
ど
も
の
心
を
惹
き
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
「
帰
宅
し
た
ら
や
っ

て
み
よ
う
」
と
思
え
る
お
話
し
で
す
。

日　
時　
12
月
9
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時
30
分

会　
場　
箱
根
中
学
校　
視
聴
覚
室

講　
師　
村
上　
公
也
氏

申
込
方
法　
箱
根
中
学
校
教
頭
ま
で

直
接
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☎
８
２
―
３
０
０
０
／
FAX
８
２
―
３

５
４
８

申
込
締
切
日　
12
月
6
日
㈫

照
会
先 

生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

箱
根
関
所
・
箱
根
関
所
資
料
館

の
冬
季
開
館
時
間
に
つ
い
て

　
箱
根
関
所
・
箱
根
関
所
資
料
館
の

冬
季
開
館
時
間
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
12
月
1
日
㈭
か
ら
平
成
29
年
2
月

28
日
㈫
ま
で
の
間
は
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
入
場
は
閉
館
の
30
分
前

照
会
先　
箱
根
関
所
・
箱
根
関
所
資

料
館
☎
８
３
―
６
６
３
５

善
意
の
寄
付

《
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
》

◎
武
井　
優
一
様　
2
，
６
３
８
円

◎
箱
根
三
地
区
ゴ
ル
フ
大
会　
会
長

　
小
林　
憲
夫
様　
８
，
５
０
０
円

《
町
資
源
保
全
基
金︵
箱
根
ト
ラ
ス
ト
︶》

◎
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社　
取
締
役

　
社
長　
山
木　
利
満
様

　
２
４
１
万
２
，
３
１
２
円
︵
町
シ

　
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
協
力
金
︶

日　程 地　域 場　所 時　間
12月 8 日㈭ 仙石原 仙石原文化センター

ホール

19:00〜
　　　２１：００

12月 9 日㈮ 湯　本 箱根町役場分庁舎　
4 階　第 6・7 会議室

12月14日㈬ 宮城野 さくら館　 2 階会議室

12月20日㈫ 温　泉 社会教育センター　
2 階視聴覚音楽室

12月21日㈬ 箱　根 元箱根集会所　集会室

説明会開催スケジュール



すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　12/21㊌12：40～13：00受け付け
対　象　 ４ か月児：平成28年 8 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成28年 1 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ(10か月児のみ)
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　12/21㊌13：00～13：20受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成27年 6 月生まれの幼児
　　　　 3 歳 6 か月児：平成25年 6 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　12/ 9 ㊎13：00～13：30受け付け
対　象　平成25年11月、平成26年 5 月・11月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　12/20㊋ 9 ：45～11：45
対　象　 7 か月～ 3 歳までの乳幼児とその保護者
※一週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　12/13㊋13：30～15：00
対　象　 3 ～18か月頃の乳幼児とその保護者
※一週間前までに電話で申し込んでください。　
○場所はいずれもさくら館です。

やまなみ荘コーナー
照会先　健康福祉課☎85−7790

●趣味の教室（書道）
日　時　12/ 2 ㊎・16㊎10：00～12：00
対　象　町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　12/16㊎13：00～13：30受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定
　　　など
対　象　町内在住の60歳以上の方

夜間診療ができる病院などについては､消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください｡住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

＝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中
＝
（
企
画
課
☎
8
5
ー
9
5
7
2
）
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催　し
歩く会

落葉ふみ歩きコースと
餅つき会

※帰路 湯本駅から電車[11㎞]

日　時　12月10日㈯ ９ 時20分
　　　（中止の場合は15日㈭）
集合場所　宮城野出張所
コース　久野林道～林道分岐～塔の峰～
　　　阿弥陀寺～湯本駅
会　費　500円(保険料他)
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司　

☎85－6788
※当日開催の有無は☎85－6788で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の 9 時までです。

正月飾りは
森のふれあい館で！

　生け花風に竹のお皿に飾り付ける正月
飾りや、正月リースを作りましょう。
期　間　12月 １ 日㈭〜 １ 月 ３ 日㈫
受付時間　 9 時〜15時
材料費　各 １ 個５００円
その他　12月25日㈰まで、クリスマスツ
　　　リー作り（ １ 個３００円から）など
　　　の体験も実施しています。
照会先　森のふれあい館　☎８３－６００６

普通救命講習
日　時
①普通救命講習Ⅱ
　１２月１１日㈰ ９ 時～１３時
②普通救命講習Ⅰ
　１２月１６日㈮ ９ 時～１２時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
　　　を用いた心肺蘇生法および止血法
　　　（①は実技と筆記の効果測定を含む）
場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤
　　　の方　　
定　員　各２０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課救急係　

☎82－4511

案　内
身体障がい者の補装具
相談会（更生相談会）

日　時　12月12日㈪13時～15時
　　　（受け付けは14時まで）
場　所　小田原市保健センター
　　　（小田原市酒匂 2 －32－16）
内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
　　　付、修理相談
※希望する方は前の週の金曜日まに連絡
してください。
照会先　健康福祉課☎85－7790

心配ごと相談
日　時　12月14日㈬13時30分～15時30分
場　所　仙石原文化センター
内　容　生活、人権、教育に関する相談、
　　　国や県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委
　　　員、学校教育指導員、総務省行政
　　　相談委員
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８５－７７９０

福祉相談会
日時・場所
・12月 8 日㈭役場分庁舎 4 階第 7 会議室

　☎85－7790
・12月22日㈭さくら館　☎85－0800　
　いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ
　　　び家族の方
内　容  社会福祉士など専門家による面
　　　接相談、電話相談
照会先　健康福祉課☎85－7790

小田原保健福祉事務所
各種相談日

○エイズ相談・検査
　12月21日㈬ ９ 時～11時
○精神保健福祉相談
　12月20日㈫・22日㈭・ １ 月12日㈭
　いずれも13時30分～16時30分
○認知症相談　
　 １ 月 ６ 日㈮13時30分～16時30分
○療育歯科相談
　12月22日㈭ ９ 時～11時30分
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。

照会先　小田原保健福祉事務所保健予防
　　　課☎０４６５－３２－８０００（内線３２３７：
　　　療育歯科相談・内線３２４２：その他
　　　の相談・検査）

第35回
県西地区障害者文化事業

日　時　12月10日㈯ 9 時30分～15時
場　所　小田原市川東タウンセンターマ
　　　ロニエ ３ 階ホール・３０１集会室（小
　　　田原市中里273－ 6 ）
内　容　作品展・手作り製品販売、「キ
　　　ラッとひかれ！わたしのアート─
　　　（第 ５ 回）県西地区アート作品コ
　　　ンクール」、交流会（楽器演奏・
　　　踊り等のアトラクション）
照会先　中井やまゆり園

☎０４６５－８１－０２８８

平成28年度
精神保健福祉普及講演会

日　時　12月 7 日㈬14時～16時
場　所　神奈川県小田原合同庁舎 ２ 階 ２
　 　 　Ｄ・Ｅ会議室(小田原市荻窪350－1 ）
対象者　県民の方
定　員　先着１００名
講　師　神奈川県発達障害者支援センタ
　　　ーかながわエース職員
内　容　「発達障害ってなんだろう～当
　　　たり前が難しい」
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防
　　　課☎0465－32－8000

「県西未病観光コンシェ
ルジュ」育成セミナー

　観光などに携わる方が、県西地域の地
域資源を生かして「未病」を改善する取
組みの提案などができる「県西未病観光
コンシェルジュ」になるためのセミナー
を １ 月・ ２ 月に開催します。
　詳細はホームページ（ＨＰ＝https://v3.ap
ollon.nta.co.jp/mibyou1/）をご覧ください。
問合せ　㈱ジャッツ内日本旅行MICE事
　　　務局☎03－5471－8353

　キウイフルーツは、ビタミン・ミネラル類、食物
繊維などさまざまな栄養素が含まれ、果物の中でも
ビタミンCが豊富です。
　そのままでももちろん、サラダやソースとして、
幅広く料理に使えます。
　選び方のポイントは、きれいな楕円形で、果皮に
まんべんなくうぶ毛があり、明るく薄い茶色のもの
を選びましょう。軽く握り、表面に少し軟らかみが
あれば食べごろです。
●材料（ 6個）
グリーンキウイフルーツ
　　　　　　　　　 １ 個
白花豆の煮豆　　　１５０ｇ
　　粉寒天　　　　 ２ ｇ
　　砂糖　　　　　大さじ １
　　水　　　　　　１００ml
●作り方
①　キウイフルーツは、皮をむいて縦 ４ 等分に切り、
　　 １ 本は、粗いみじん切りにし、残りの ３ 本は、
　　長さを半分に切る。
②　白花豆は温め、汁気を切ってつぶし、 ６ 等分に
　　する。※皮を取り除く場合は、つぶした後、ザ
　　ル等でこす。
③　②で①の半分の長さのキウイを １ つずつ包み、
　　丸める。全部で ６ 個作る。
④　小鍋に★を入れて火にかけ、混ぜる。
　　寒天と砂糖が溶けたら、あら熱を取り除く。
⑤　③に④をかけて、粗いみじん切りにしたキウイ
　　フルーツをのせて、冷やし固める。

キウイフルーツの
あんこ玉

今月の‘旬’
キウイフルーツ、みかん、なめこ、三つ葉、芽キャベ
ツなど

今
月
の
納
期

12月26日㈪納期限

1月 4日㈬納期限

○固定資産税（第 ４期）
☆国民健康保険料（第 7期）
☆介護保険料（第 7期）

☆後期高齢者医療保険料（第 6期）

照会先　○＝税務課（収納係）85－9573　
　　　　☆＝保険年金課☎85－9564

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

　固定資産税および国民健康保険料については、夜間・
休日も、納付書裏面記載のコンビニエンスストアで支払
いができます。（納期限が過ぎている納付書では納付で
きません。）
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関でお納めください。
口座振替を希望される方は、連絡してください。

★

14

　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
(☎82－4511）に確認してください。

診療時間　9：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号
12/ 4 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111

11 箱　根　医　院 湯　本 85－5200
18 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 82－2672
25 土　屋　医　院 湯　本 85－5034

1 / 2 元箱根木村医院 元箱根 85－1117
3 元箱根木村医院 元箱根 85－1117

休日急患（医科）

※12/23㊎・29㊍・30㊎・31㊏・ 1 / 1 ㊐は小田原市休日夜間
急患診療所（小田原市酒匂 2 －32－16／☎0465－47－0823）
を利用してください。診療時間は 8 ：30～11：30、13：00～
15：30、18：00～22：00です。

一人で悩まず相談してください。
（相談無料）

●借金返済の相談
　横浜財務事務所（多重債務相談窓口）

☎０４５−６３３−２３３５
●投資勧誘・電子マネー詐欺相談
　横浜財務事務所（理財課）

☎０４５−２８５−０９８１

借金の返済、金融詐欺に困ったら



ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中!

環境先進観光地
　　　　　―箱根
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町の人口と世帯

●人口　11，635人
　男　５，５50　 女　６，085
●世帯　 ６，140

ー 11 月 1 日現在ー

●11/ 3 （湯本）

●11/22 （宮城野浄水センター）●11/16 （箱根幼稚園）

●11/ 8  （強羅駅）
♪下にぃ～下に

はたらく車　夢の共演フットサルを体験！

異常時総合訓練

　湯本において箱根大名行列が開催されました。箱根の秋を彩
る時代絵巻に多くの観光客の皆さんが歓声を上げていました。
鉄砲隊の射撃音は分かっていても驚いてしまうほど凄まじいも
ので見どころがたくさんあります。沿道の観光業者さんも飲食
提供などでお祭りに花をそえ観光客の「目」だけでなく「舌」
もキャッチしていました。

　箱根町建設業協会の全面協力のもと、湯本小学校の児童を対
象に「じどうしゃくらべ教室」が行われました。宮城野浄水セ
ンターに「はたらく車」がたくさん集められ児童たちは試乗体
験やたくさんの質問をしていました。宮城野保育園の園児も参
加し、図鑑だけでは分からない手触りや迫力に大喜びでした。
美しい紅葉を背景にはたらく車たちはピカピカに輝いていました。

　箱根幼稚園で湘南ベルマーレフットサルクラブと小田原フッ
トサルアカデミーよりフットサルのボール４個が寄贈され、あ
わせてフットサル教室が開催されました。
　園児たちは、ミニゲームなどをとおして選手たちと触れ合い
ながらフットサルを楽しんでいました。

　強羅駅で異常時総合訓練が行われました。箱根町民の移動手
段であり観光資源でもある箱根登山鉄道。テロ等の対策として
この訓練が開催されました。消防、警察と協力し行われたこの
訓練では、どんなことがあっても観光客を守るという力強さと
安心が感じられるものでした。
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。
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